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Ｑ．私は組合の事務局長に就任したばかりですが、当組合には、定款、規約、規程な

ど様々なものが設けられており、その区別がよく分かりません。これらの相違点に

ついてお教え下さい。また、よく「規定」という言葉も使われますが、「規程」と

「規定」の違いについてもお示し下さい。 

 

Ａ．組合には、中協法をはじめとして、同法施行令、施行規則など、組合の運営その

他を定めた関係諸法規がありますが、組合自体が法に則り、組合を運営していくた

めに必要な具体的方針あるいは一定の基準を定めるものとして、定款、規約、規程

等があります。 

定款は、組合の事業を進めるうえにおいて重要な意義を有し、組合の組織、運営

等についての基本的な内部規律を定めた自治法規であり、いわば組合の憲法ともい

うべきものです。したがって、この定款の設定及び変更については総会の議決が必

要であり、議決方法も特別議決によることとなっています。 

規約は、定款に定められた事項の運用細則ないし事務的事項を定めるもので、組

合の業務運営、事業執行等に関し、組合と組合員間を規律する自治法規です。規約

を定めるかどうかは任意ですが、これを定めた場合には定款と同様に組合員全員を

拘束することとなるため、規約の設定、改廃についても総会の議決を必要とします。

（この場合には普通議決で足りる。）役員選挙規約、共同販売事業規約などがこれに

あたります。 

規程は、組合の事務執行上に必要な関係を規律する内規であり、理事会において

設定又は改廃できるものです。給与規程、旅費規程などがこれにあたります。 

なお、「規定」とは、法律、定款、規約、規程などそれぞれに定められた個々の内

容を指すもの、つまり条文の内容を指す場合に使われるもので、「規程」とは明確に

区別する必要があります。 


